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本宮市

農業委員会だより



　

本
市
と
地
域
協
働
活
動
協

定
を
結
ぶ
相
模
女
子
大
学
の

学
生
は
、
昨
年
の
10
月
８
日

と
９
日
の
２
日
間
に
か
け
て
、

農
作
業
体
験
や
本
市
の
農
産
物

の
魅
力
、
安
全
性
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

　

農
作
業
体
験
で
は
、
市
内

に
あ
る
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
フ
ァ
ー

ム
で
、
昨
年
５
月
に
自
分
達

が
植
え
た
古
代
米
の
稲
の
刈

取
り
や
野
菜
の
収
穫
を
行
い

ま
し
た
。
学
生
た
ち
は
農
作

物
が
成
長
し
た
様
子
に
喜
び

　

本
市
は
、
昨
年
の
11
月
26
日

と
27
日
の
２
日
間
に
か
け
て
、

東
京
都
台
東
区
の
浅
草
寺
境
内

で
、「
福
島
県
と
安
達
地
方
の

観
光
物
産
展
」
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
東
日
本
大
震
災
福

島
第
一
原
発
事
故
に
よ
る
風
評

被
害
の
払
拭
、
ブ
ラ
ン
ド
イ

メ
ー
ジ
の
回
復
を
目
指
す
も
の

で
、
２
０
１
３
年
３
月
に
「
本

宮
大
復
興
市
」
と
し
て
開
催
さ

れ
、
そ
の
後
、
福
島
県
と
二
本

松
市
、
大
玉
村
も
参
加
し
て
毎

　

昨
年
の
12
月
６
日
、
Ｊ
Ａ
ふ
く

し
ま
安
達
地
区
本
部
敷
地
内
に
あ

る
「
あ
だ
た
ら
美う

米ま
い

蔵ぞ
う

（
中
通
り

広
域
連
合
集
出
荷
施
設
）」
を
視

察
し
ま
し
た
。

　

同
施
設
は
Ｊ
Ａ
全
農
福
島
が
運

営
、
Ｊ
Ａ
ふ
く
し
ま
未
来
が
委
託

管
理
す
る
も
の
で
、
昨
年
の
９
月

に
竣
工
、
本
格
可
動
し
た
米
穀
倉

庫
で
す
。

　

約
１
，
０
０
０
㎡
の
低
温
倉
庫

が
４
室
、
倉
庫
面
積
が
約
３
，
７

０
０
㎡
、
最
大
約
９
，
０
０
０
ｔ

の
米
を
保
管
で
き
る
大
型
倉
庫

で
、
倉
庫
内
に
、
大
量
の
米
袋
が

保
管
さ
れ
て
い
る
様
子
は
大
迫
力

で
し
た
。

相
模
女
子
大
学
が
収
穫
作
業
体
験

浅
草
寺
で
観
光
物
産
展
を
開
催

大
型
米
穀
倉
庫
が

完
成

成長した野菜を収穫

相模女子大の学生たち

物産展の様子

物産展の様子

米袋（手前が１ｔ袋、奥が30㎏袋）

を
感
じ
な
が
ら
、
収
穫
作
業

を
丁
寧
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。

　

ま
た
当
日
の
昼
食
に
は
、

本
市
の
農
産
物
を
た
く
さ
ん

使
っ
た
豚
汁
を
食
べ
、
農
作

業
で
疲
れ
た
身
体
を
労
い
本

市
農
産
物
の
美
味
し
さ
を
実

感
し
て
い
ま
し
た
。

年
開
催
さ
れ
、
現
在
の
形
と
な

り
ま
し
た
。

　

当
日
は
本
市
、
二
本
松
市
、

大
玉
村
か
ら
、
多
数
の
店
が
出

店
し
、
新
鮮
野
菜
や
新
米
な
ど

の
農
産
物
、
和
菓
子
な
ど
の
特

産
品
が
販
売
さ
れ
、
県
産
品
の

安
全
性
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
同
時

に
、
復
興
か
ら
さ
ら
に
未
来
に

向
け
て
進
ん
で
い
こ
う
と
す
る

本
市
の
姿
を
発
信
し
ま
し
た
。
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・年も明け、１月も中旬となりました。この時期に欠か
せない食べ物といえばお餅。雑煮、きなこ餅などアレ
ンジは自在ですが、そろそろ飽きてきた頃ではないで
しょうか。そんな時に役立つかもしれない変わった食
べ方を紹介します。

○餅ピザ

○おかき

　
「
い
つ
か
は
農
業
を
」
を
人

生
の
目
標
に
し
て
、
20
年
間
自

動
車
関
係
の
会
社
に
勤
務
し
な

が
ら
両
親
の
営
む
稲
作
を
手

伝
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
昨
年

会
社
を
退
職
し
、
本
格
的
に
農

業
に
携
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

農
業
の
魅
力
は
何
と
い
っ
て

も
本
宮
の
四
季
折
々
の
素
晴
ら

し
い
自
然
と
景
色
の
中
、
お
日

様
と
共
に
農
作
業
を
し
、
苦
労

し
な
が
ら
も
農
作
物
を
収
穫
で

き
、「
お
い
し
い
！
」
の
一
言

が
聞
け
た
時
の
喜
び
が
何
に
も

替
え
が
た
い
と
こ
ろ
に
あ
り
ま

す
ね
。

　

そ
し
て
、
農
業
は
あ
ら
ゆ
る

知
識
や
経
験
、
技
術
、
行
動
力
、

販
売
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。

両
親
は
、
農
作
物
の
栽
培
か
ら

販
売
は
も
ち
ろ
ん
、
管
理
、
ほ

場
整
備
、
機
械
整
備
と
マ
ル
チ

に
こ
な
す
ス
ー
パ
ー
プ
レ
イ

ヤ
ー
だ
と
思
い
ま
す
。
自
分
自

身
も
機
械
が
好
き
で
、
機
械
整
備

の
道
へ
進
ん
だ
も
の
の
、
親
の
姿

を
見
て
い
る
う
ち
に
そ
ん
な
マ
ル

チ
な
人
に
な
り
た
い
と
思
い
、
気

が
つ
く
と
「
い
つ
か
は
農
業
を
」

を
目
標
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

近
年
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
大
き
く
変
化
し
、
機
械
化
や
Ｉ

Ｔ
化
、
多
角
的
経
営
や
大
規
模
化

で
農
業
を
軸
と
し
た
経
営
は
チ
ャ

ン
ス
が
多
く
、
自
分
の
目
指
す
農

業
経
営
を
具
体
化
で
き
る
い
い

時
代
と
考
え
ま
す
。
今
後
は
販

路
拡
大
や
多
角
的
経
営
を
目
標

と
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
や
体
験

型
イ
ベ
ン
ト
を
し
た
り
と
、
農

業
の
面
白
さ
や
魅
力
を
発
信
し

続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
私
は
、
昨
年
８
月
よ

り
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
と
し
て
任
命
頂
き
ま
し
た
。

昨
今
、
高
齢
化
に
伴
う
担
い
手

不
足
、
資
材
や
肥
料
が
高
騰
す

る
中
、
難
し
い
農
業
経
営
の
舵

取
り
を
迫
ら
れ
、
離
農
さ
れ
る

農
家
さ
ん
も
増
え
て
き
て
お
り

ま
す
。
担
い
手
へ
の
農
地
集

積
、
耕
作
放
棄
地
の
解
消
、
発

生
抑
制
な
ど
地
域
の
抱
え
る
課

題
解
決
に
取
り
組
み
、
土
地
利

用
の
良
き
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し

て
、
そ
し
て
地
域
全
体
の
担
い

手
と
し
て
活
動
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
勉
強
中
で
す
が
、

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

・かつて、白沢では養蚕が盛んに行われ、その歴史を象
徴する「白沢の養蚕関係用具」が、白沢ふれあい文
化ホールにあります。これは国の登録有形民俗文化
財に登録されています。

・白沢養蚕関係用具は、卵からふ化される時に使った催
青器（さいせいき）や毛蚕（けご）と呼ばれるふ化し
たばかりの蚕を蚕種紙から飼育箱に移す時に使った
羽根ほうき。ワラダなどの飼育用具やマブシなどの蚕
に繭（まゆ）をつくらせる用具、糸とり機、糸折り返
し機などの製糸用具、そして蚕の安全と多収を祈願し
た寺社のお札などがあります。

白沢の養蚕関係用具

農業歴史スポット～白沢の養蚕関係用具～暮らしの豆知識～お餅の変わった食べ方～

後継者として、
推進委員として

、

地域農業を支え
ていきます！

　
津つ

田だ

　
英ひ
で

明あ
き 

さ
ん
（
岩
根
）

地
域
の
後
継
者
紹
介

見学して、養蚕
の歴史に触れて
みてはいかがで
しょうか！

フライパンに油をひき、
お餅を並べて、ケチャッ
プ、お好みの具材、チー
ズを乗せて焼くだけ！

乾燥させたお餅を小さ
くカット、クッキング
シートの上に並べてレ
ンジでチン！
… （600Ｗ　３分間）

地域の後継者　津田英明さん
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農
業
委
員
会
は
、
昨
年
の

12
月
26
日
、「
農
地
等
の
利
用

の
最
適
化
の
推
進
に
関
す
る

意
見
書
」
を
高
松
市
長
に
提

出
し
ま
し
た
。

　

意
見
書
は
本
市
農
業
の
発

展
と
持
続
可
能
な
農
業
の
確

立
を
図
り
、
農
家
の
皆
様
が

「
自
信
、
誇
り
、
希
望
」
を

も
っ
て
営
農
す
る
た
め
に
毎

年
提
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た

意
見
書
に
合
わ
せ
て
「
農
業

振
興
に
係
る
支
援
及
び
予
算

確
保
等
に
関
す
る
要
望
」
を

行
い
ま
し
た
。

　

農
産
物
価
格
下
落
に
関
す

る
問
題
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
う
農

産
物
消
費
の
減
退
の
み
な
ら

ず
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
の
悪

化
な
ど
に
伴
う
原
料
価
格
高

騰
に
よ
り
、
さ
ら
に
農
業
経

営
へ
の
悪
影
響
が
懸
念
さ
れ

る
た
め
、
積
極
的
な
支
援
を

要
望
し
ま
し
た
。

　

意
見
書
及
び
要
望
の
内
容

に
つ
い
て
は
以
下
の
と
お
り

で
す
。

農
地
の
利
用
等
に
関
す
る
意
見
書
提
出

令
和
５
年
度
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
に
関
す
る
意
見

　

①
農
業
生
産
基
盤
の
整
備

　

②
担
い
手
支
援
策
の
構
築

　

③
農
業
後
継
者
の
育
成
、
確
保

　

④
地
域
計
画
（
人
・
農
地
プ
ラ
ン
）
の
推
進

　

⑤
守
る
べ
き
農
地
、
守
れ
る
農
地
の
選
択
と
集
中

農
業
振
興
に
係
る
支
援
及
び
予
算
確
保
等
に
関
す
る
要
望

　

①
地
域
計
画
（
人
・
農
地
プ
ラ
ン
）
の
推
進
に
向
け
た
体
制
整
備

に
つ
い
て

　

②
担
い
手
の
育
成
、
確
保
に
つ
い
て

　

③
遊
休
農
地
の
利
活
用
に
つ
い
て

　

④
有
害
野
生
鳥
獣
の
対
策
に
つ
い
て

　

⑤
農
地
中
間
管
理
事
業
の
運
用
見
直
し
に
つ
い
て

　

⑥
農
業
者
の
農
業
機
械
等
の
購
入
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て

　

⑦
農
業
委
員
会
組
織
の
強
化
に
つ
い
て

　

⑧
農
産
物
価
格
下
落
等
に
伴
う
農
業
者
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て

意見書を提出する遠藤会長
（右から高松市長、遠藤会長、
… 渡辺会長職務代理者）

ふ
く
し
ま
農
業
人
フ
ェ
ア
に
参
加

福
島
県
下
農
業
委
員
会
大
会
が
開
催

　

令
和
４
年
度
の
「
福
島
県
下
農
業
委
員
会
大
会
」
が
福
島
市
飯

坂
町
の
パ
ル
セ
飯
坂
で
開
催
さ
れ
、
本
市
農
業
委
員
会
か
ら
は
遠

藤
会
長
は
じ
め
５
名
の
農
業
委
員
と
、
６
名
の
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
県
内
の
農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

が
集
ま
り
、
法
定
化
さ
れ
る
「
地
域
計
画
」
へ
の
取
り
組
み
等
に

つ
い
て
学
び
、
情
報
を
共
有
し
ま
し
た
。

　

昨
年
の
11
月
20
日
、
郡
山
市
の
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま
で

「
ふ
く
し
ま
農
業
人
フ
ェ
ア
in
郡
山
」
が
開
催
さ
れ
、
本
市
か
ら

は
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
遠
藤
委
員
が
参
加
し
、
就
農
に

関
す
る
現
状
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
「
ふ
く
し
ま
農
業
人
フ
ェ

ア
」
は
就
農
を
目
指
す
人
を

対
象
と
し
た
福
島
県
主
催
の

県
内
最
大
級
の
就
農
相
談
会

で
、
県
内
５
か
所
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
多
数
の
会
社
が
参

加
し
て
お
り
、
本
市
か
ら
も

１
社
が
参
加
し
、
就
農
を
目

指
す
人
の
相
談
に
応
じ
て
い

ま
し
た
。

ブースを視察する遠藤委員
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高
齢
化
や
人
口
減
少
の
本

格
化
に
よ
り
農
業
者
の
減
少

や
耕
作
放
棄
地
が
拡
大
し
、

地
域
の
農
地
が
適
切
に
利
用

さ
れ
な
く
な
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
る
な
か
、
農
地
が
利
用

さ
れ
や
す
く
な
る
よ
う
農
地

の
集
約
化
な
ど
に
向
け
た
取

組
を
加
速
化
す
る
こ
と
が
課

題
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
地
域
で
の
話

し
合
い
に
よ
り
目
指
す
べ
き

農
業
、
農
地
利
用
の
将
来
像

を
明
確
化
す
る
た
め
、
地
域

計
画
（
人
・
農
地
プ
ラ
ン
）

の
策
定
が
法
定
化
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
ま
で
地
域
の
皆
様
の

努
力
で
守
り
続
け
て
き
た
農

地
を
次
の
世
代
に
確
実
に
引

き
継
い
で
い
く
た
め
、
農
地

の
集
約
化
な
ど
の
実
現
に
向

け
、「
将
来
、
地
域
の
農
地

を
誰
が
利
用
し
、
農
地
を
ど

う
ま
と
め
て
い
く
か
」「
地

域
農
業
を
ど
の
よ
う
に
発
展

さ
せ
て
い
く
か
」
が
大
変
重

要
で
す
。

　

若
者
や
女
性
を
含
む
幅
広

い
意
見
を
取
り
入
れ
な
が

ら
、
地
域
関
係
者
が
一
体
と

な
っ
て
話
し
合
い
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

人
・
農
地
プ
ラ
ン
か
ら
地
域
計
画
へ

　
　
　

～
地
域
一
体
と
な
っ
て
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
～

稲沢地区での話し合いの様子

皆様の地域でも話し合いを行いたいとお考えの際は農業委員会までご連絡下さい。
また、お近くの農業委員、農地利用最適化推進委員に相談下さい。

農地中間管理事業を活用下さい
～農地を長く守っていこう～

※詳しくはお問い合わせ下さい。

　農地中間管理事業とは、農地バンクが地域内の分
散した農地などを出し手から借り受け、まとまりの
ある形で担い手に長期貸し付ける事業です。

　本宮若手農業団は、楽しく活動し、協力しながらお
いしい農産物をつくり、農業の魅力を発信する若手を
中心とした農業者団体です。
　入団したい、一緒に本市農業を盛り上げたいという
方は本宮市役所産業部農政課までお問い合わせ下さい。

お問い合わせ　0243-24-5385

　農業経営にはあらゆるリスクが存在します。
　さまざまなリスクをカバーしたいとき

　　収入保険をお勧めします！
○青色申告行っている農業者が対象
○すべての農産物を対象に自然災害や価格低下な
ど、経営努力では避けられない収入減少を補償
※条件によっては、保険料の軽減措置もありますの
で詳しくは農業共済組合へお問い合わせください。
　　　　　　福島県農業共済組合県北支所

TEL�0243-23-7777㈹

本宮若手農業団に入団しませんか！

自然災害に備えて農業保険に加入しましょう！
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下限面積（別段面積）が緩和されました
～農地が取得しやすくなりました～

近隣の方々が農作業を楽しんでいます

小
さ
な
農
地
か
ら
始
め
て
み
て
は

�

い
か
が
で
し
ょ
う
か

　

川
名
昭
一
さ
ん
（
本
宮
）
は
、
所
有
農
地

を
利
用
し
、
農
家
で
は
な
い
近
隣
住
民
の

方
々
と
一
緒
に
農
作
業
の
体
験
を
と
お
し
て
、

農
業
の
楽
し
み
を
伝
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

収
穫
し
た
も
の
は
、
お
す
そ
分
け
を
し
て
、

収
穫
の
喜
び
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

農
業
に
興
味
が
あ
る
と
い
う
方
は
、
家
庭

菜
園
と
し
て
家
の
庭
や
プ
ラ
ン
タ
ー
な
ど
か

ら
、
ま
た
は
、
下
限
面
積
の
緩
和
な
ど
を
利

用
し
て
、
小
さ
い
農
地
か
ら
農
作
業
を
始
め

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

下
限
面
積（
別
段
面
積
）と
は

　

農
地
の
売
買
や
貸
し
借
り
に
は
農
地
法
第
３
条
に
よ
る
許
可
が
必
要
で
す
が
、

許
可
要
件
の
１
つ
に
許
可
後
の
耕
作
面
積
が
各
地
区
で
定
め
ら
れ
た
基
準
面
積

以
上
に
な
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
面
積
を
下
限
面
積
（
別
段
面
積
）
と
言

い
ま
す
。

下
限
面
積（
別
段
面
積
）が
緩
和
さ
れ
ま
し
た

　

令
和
４
年
10
月
１
日
よ
り
、
下
限
面
積
が
左
記
の
よ
う
に
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。

現　　行

地　　　　域 下限面積
（別段面積）

青田、荒井、岩根、仁井田 50アール

本宮、高木、和田、糠沢 30アール

白岩、長屋、稲沢、松沢 20アール

空き家に付属した農地を取得する場合 0.5アール

改正後

地　　　　域 下限面積
（別段面積）

青田、荒井、岩根、仁井田

10アール本宮、高木、和田、糠沢

白岩、長屋、稲沢、松沢

空き家に付属した農地を取得する場合 0.5アール
※空き家に付属した農地について
の詳細はホームページをご覧く
ださい。●改正後も下記条件は引き続きありますのでご注意ください

　・農地を効率的に利用して耕作を行うこと
　・必要な農作業に常時従事すること
　・周辺の農地利用に支障がないこと
� ※計画される際にはまずご相談下さい。　　　　
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市
農
業
委
員
会
は
、
農
地
の

利
用
状
況
の
調
査
や
違
反
転
用

の
防
止
な
ど
を
目
的
に
、
す
べ

て
の
農
地
を
対
象
に
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の

結
果
「
遊
休
農
地
」
と
判
断
さ

れ
た
農
地
を
対
象
に
農
地
の
有

効
利
用
を
目
的
と
し
た
「
利
用

意
向
調
査
」
を
実
施
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

管
理
が
さ
れ
て
い
な

い
農
地
は
害
虫
や
病
気

の
発
生
源
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
り
、
畑
を
荒
ら

す
猪
な
ど
有
害
鳥
獣
の

住
処
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
り
な
ど
、
近
隣
農
地

へ
悪
影
響
を
与
え
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、

草
刈
り
等
の
適
切
な
保

全
管
理
を
行
い
優
良
な

農
地
を
守
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た

草
刈
り（
保
全
）を
お
願
い
い
た
し
ま
す

農地パトロールの様子

　

高
木
地
区
に
あ
る
「
ざ
る
菊

の
丘
」
は
、
増
子
安
さ
ん
（
高

木
）
を
リ
ー
ダ
ー
に
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
を
含
め
て
約
20

人
で
も
と
も
と
は
遊
休
農
地

だ
っ
た
土
地
を
利
用
し
て
作
り

ま
し
た
。

　

写
真
は
11
月
上
旬
、
ち
ょ
う

ど
見
所
の
時
に
撮
影
し
た
も
の

で
、
７
色
の
ざ
る
菊
が
鮮
や
か

に
咲
き
誇
っ
て
い
ま
し
た
。

　

最
初
は
小
さ
な
規
模
で
農
作

業
の
傍
ら
、
自
分
達
や
近
所
の

人
が
楽
し
め
れ
ば
と
思
い
始
め

ま
し
た
が
、
今
で
は
規
模
も
広

が
り
、
噂
を
聞
き
つ
け
た
市
外

の
方
も
来
る
よ
う
に
な
っ
た
と

の
こ
と
で
し
た
。
取
材
時
も
市

外
の
方
が
来
て
い
て
、
ざ
る
菊

を
見
て
笑
み
を
浮
か
べ
、
感
動

し
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　

増
子
安
さ
ん
は
、「
た
く
さ

ん
の
人
に
見
て
も
ら
っ
て
、
楽

し
ん
で
も
ら
い
た
い
。」
と

語
っ
て
い
ま
し
た
。

～
ざ
る
菊
の
丘
～

遊
休
農
地
の
有
効
利
用

ざる菊の丘（第１会場）
約3,000㎡に約1,300本のざる菊が
鮮やかに咲き誇っていました。

ざる菊の丘（第２会場）
約1,000㎡に約600本のざる菊が
アーチ状に咲いていました。
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昨
年
の
冬
は
ワ
ー
ル
ド
杯
が
カ
タ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、

日
本
代
表
は
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
し
日
本
中
が

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
昨
年
６
月
に
発
行
し
た
「
本
宮
市
農
業
委
員

会
だ
よ
り
第
27
号
」
は
、
県
農
業
委
員
会
情
報
誌
コ
ン

ク
ー
ル
に
お
い
て
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
本

宮
市
農
業
委
員
会
だ
よ
り
は
県
代
表
と
し
て
全
国
コ
ン

ク
ー
ル
に
出
品
し
ま
し
た
。
今
後
も
さ
ら
に
充
実
し
た
内

容
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。…

（
善
）

編
集
後
記

広
報
編
集
委
員

　

・
渡
辺　

善
幸　
　

・
川
名　

良
子

　

・
遠
藤
栄
太
郎　
　

・
阿
部　

修
司

　

・
石
橋　

広
基　
　

・
三
瓶　

和
彦

■2023年（令和５年）１月17日発行　■発行／本宮市農業委員会　■編集／本宮市農業委員会広報編集委員会
〒969-1192　福島県本宮市本宮字万世212番地　☎0243-24-5387　FAX 0243-34-3138

電子メール nouchi@city.motomiya.lg.jp

全国農業新聞を読もう！農業委員会だより記事の募集
　農業委員会は広報紙「農業委員会だより」を通し
て農業に役立つ情報をお届けしております。
　「こういう情報を載せて欲しい」「近くで農業イベ
ントがあるので、宣伝して欲しい」など、情報があ
りましたらご連絡ください。ご協力お願いします！

地域の元気で特徴ある、明るい話題をお伝えします！
●発行日／毎週金曜日　●購読料／月額700円

農
地
の
無
断
転
用
は
違
反
で
す
！

定例会日程 申請書締切日

２月20日 ２月１日

３月22日 ３月１日
※日程変更になる場合がありますので
　ご了承ください。

農業委員会定例会
日程・申請書の締切日

農
地
転
用
と
は

　

農
地
転
用
と
は
、
農
地
を
農
地
以
外
の
も
の
に
す

る
こ
と
で
す
。（
住
宅
を
建
て
る
な
ど
）

　

農
地
転
用
す
る
場
合
、
農
地
法
の
許
可
が
必
要
で

す
。
誰
が
転
用
を
行
う
か
に
よ
っ
て
手
続
き
が
異
な

り
ま
す
。（
農
地
法
第
４
条
、
第
５
条
）

　

な
お
、
農
地
の
状
況
な
ど
に
よ
り
、
転
用
許
可
が

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
農
地
転
用
を
計
画
さ

れ
る
際
は
、
農
業
委
員
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

農
地
の
無
断
転
用
は
違
反
で
す

　

農
地
転
用
許
可
を
受
け
ず
に
無
断
で
農
地
を
転
用

し
た
り
、
計
画
と
違
う
転
用
を
行
っ
た
場
合
は
、
農

地
法
違
反
に
な
り
工
事
の
中
止
や
原
状
回
復
な
ど
を

求
め
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●違反転用の罰則について
　違反転用や原状回復命令違反について
は、以下の罰則の適用もあります。
　・個人には、３年以下の懲役または300
万円以下の罰金

　・法人には、１億円以下の罰金
　　（農地法第64条、67条）

●行政書士の手続きについて
　行政書士でない方が、申請書等を他人
の依頼を受け、報酬を得て作成すること
は違反になることがありますので
ご注意下さい。

農業者年金に加入しましょう
若いうちから！　女性にも！　節税対策にも！

❶長い老後を最後までサポート！
❷保険料国庫補助による手厚い支援！
❸全額社会保険料控除で大きな節税効果！
※ご加入をご希望の際は農業委員会にご相談下さい。
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